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１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 50,276 △1.1 1,953 △28.5 2,162 △27.0 1,467 △29.3

2021年３月期第２四半期 50,828 △7.6 2,732 5.2 2,960 5.5 2,074 8.5

(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 1,296百万円( △36.8％) 2021年３月期第２四半期 2,050百万円( 12.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 40.30 －

2021年３月期第２四半期 56.98 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 99,454 58,131 58.5

2021年３月期 102,847 59,794 58.1
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 58,131百万円 2021年３月期 59,792百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 20.00 35.00

2022年３月期 － 15.00

2022年３月期(予想) － 20.00 35.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 111,000 0.7 5,550 △8.6 5,900 △9.2 4,050 △11.0 111.27
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 36,436,125株 2021年３月期 36,436,125株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 40,010株 2021年３月期 39,855株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 36,396,170株 2021年３月期２Ｑ 36,396,725株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定等については、四半期決算短信

[添付資料]４ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(2021年４月～2021年９月)におけるわが国経済は、海外経済の回復、国

内でのワクチン接種進展等により緩やかな持ち直しの動きが続いているものの、資源価格の高騰、金

融市場の不透明感等の影響が懸念されます。

当社グループの属する建設業界におきましては、公共投資は高水準で堅調に推移したものの、民間

建築分野の需要は改善の途上にあり、引き続き動向を注視する必要があります。

このような経営環境のなか、当社グループでは、生産性と品質の向上、コスト競争力強化等に取り

組むとともに、事業拡大分野についても受注活動を強化し、収益の確保に努めてまいりました。しか

しながら、建設機械事業で増収、仮設鋼材事業、連結合計でも売上高はほぼ前期並みを確保したもの

の、販売減等によりいずれも減益となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しておりますが、当第２四半期連結累計期間の収益への影響は、売上高は

３百万円減少、売上原価は29百万円増加となり、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

はそれぞれ32百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は2,230百万円減少しており

ます。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。
(単位：百万円)

2021年3月期
第2四半期

(2020/4～2020/9)

2022年3月期
第2四半期

(2021/4～2021/9)

前年同期比

増減額 増減率(％)

売上高 50,828 50,276 △552 △1.1

仮設鋼材事業 46,135 45,815 △319 △0.7

建設機械事業 6,575 6,615 40 0.6

調整額※ △1,882 △2,154 △272

売上原価 △41,326 △41,252 74

売上総利益 9,502 9,024 △478 △5.0

(利益率％) 18.7 17.9

販売費及び一般管理費 △6,770 △7,071 △300

営業利益 2,732 1,953 △779 △28.5

(利益率％) 5.4 3.9

営業外収益 244 231 △14

営業外費用 △16 △22 △6

経常利益 2,960 2,162 △798 △27.0

(利益率％) 5.8 4.3

仮設鋼材事業 3,138 2,219 △919 △29.3

建設機械事業 272 128 △144 △52.9

調整額※ △450 △186 265

特別損失 － △56 △56

税金等調整前四半期純利益 2,960 2,105 △854 △28.9

(利益率％) 5.8 4.2

税金費用 △887 △640 247

四半期純利益 2,073 1,466 △608 △29.3

(利益率％) 4.1 2.9

非支配株主に帰属する四半期純損失(△) △1 △1 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,074 1,467 △607 △29.3

(利益率％) 4.1 2.9

※ セグメント売上の調整額はセグメント間の内部売上高又は振替高の消去額であり、セグメント利益の調整額は連
結調整であります。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期における連結財政状態は以下のとおりとなりました。
(単位：百万円)

2021年3月期
2021/3末

2022年3月期
第2四半期
2021/9末

前期末比

増減額 増減率(％)

流動資産 71,446 67,566 △3,880 △5.4

現金及び預金 1,117 1,004 △114 △10.2

受取手形及び売掛金 31,814 25,493 △6,321 △19.9

電子記録債権 8,505 6,604 △1,901 △22.4

たな卸資産 23,900 24,281 381 1.6

その他 6,266 10,235 3,969 63.3

貸倒引当金 △156 △50 106 －

固定資産 31,400 31,888 487 1.6

有形固定資産 23,439 23,652 214 0.9

賃貸用建設機械 5,013 5,233 220 4.4

建物及び構築物 3,539 3,607 67 1.9

土地 13,016 12,982 △35 △0.3

リース資産 5 － △5 △100.0

その他 1,865 1,831 △34 △1.8

無形固定資産 672 629 △43 △6.4

投資その他の資産 7,290 7,606 316 4.3

投資有価証券 3,583 3,612 29 0.8

退職給付に係る資産 2,901 2,977 76 2.6

その他 934 1,124 190 20.4

貸倒引当金 △127 △107 21 －

資産合計 102,847 99,454 △3,393 △3.3

2021年3月期
2021/3末

2022年3月期
第2四半期
2021/9末

前期末比

増減額 増減率(％)

流動負債 37,959 36,653 △1,306 △3.4

支払手形及び買掛金 21,179 16,715 △4,464 △21.1

電子記録債務 8,915 9,571 656 7.4

短期借入金 1,960 1,960 － －

リース債務 5 － △5 △100.0

未払法人税等 1,185 183 △1,002 △84.6

引当金 1,149 1,071 △78 △6.8

その他 3,566 7,153 3,587 100.6

固定負債 5,094 4,670 △425 △8.3

長期借入金 2,110 2,110 － －

再評価に係る繰延税金負債 1,668 1,658 △11 △0.6

引当金 280 239 △40 △14.4

退職給付に係る負債 308 310 2 0.7

その他 729 353 △376 △51.6

負債合計 43,053 41,322 △1,731 △4.0

株主資本 58,564 57,096 △1,467 △2.5

資本金 4,398 4,398 － －

資本剰余金 4,596 4,596 － －

利益剰余金 49,595 48,128 △1,467 △3.0

自己株式 △24 △24 △0 －

その他の包括利益累計額 1,229 1,034 △195 △15.8

その他有価証券評価差額金 1,129 1,051 △77 △6.9

土地再評価差額金 △796 △820 △24 －

為替換算調整勘定 1 2 1 52.8

退職給付に係る調整累計額 895 801 △94 △10.5

非支配株主持分 1 1 △1 △56.6

純資産合計 59,794 58,131 △1,662 △2.8

負債純資産合計 102,847 99,454 △3,393 △3.3
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年3月期の連結業績予想につきましては、現時点では2021年4月23日に公表いたしました数値に

変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,117 1,004

受取手形及び売掛金 31,814 25,493

電子記録債権 8,505 6,604

建設仮設材 20,690 20,532

商品 1,668 1,469

製品 535 1,026

仕掛品 532 753

原材料及び貯蔵品 474 501

預け金 5,900 9,900

その他 366 335

貸倒引当金 △156 △50

流動資産合計 71,446 67,566

固定資産

有形固定資産

賃貸用建設機械（純額） 5,013 5,233

建物及び構築物（純額） 3,539 3,607

土地 13,016 12,982

リース資産（純額） 5 －

その他（純額） 1,865 1,831

有形固定資産合計 23,439 23,652

無形固定資産 672 629

投資その他の資産

投資有価証券 3,583 3,612

退職給付に係る資産 2,901 2,977

その他 934 1,124

貸倒引当金 △127 △107

投資その他の資産合計 7,290 7,606

固定資産合計 31,400 31,888

資産合計 102,847 99,454
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,179 16,715

電子記録債務 8,915 9,571

短期借入金 1,960 1,960

リース債務 5 －

未払法人税等 1,185 183

賞与引当金 1,110 1,071

引当金 39 －

その他 3,566 7,153

流動負債合計 37,959 36,653

固定負債

長期借入金 2,110 2,110

再評価に係る繰延税金負債 1,668 1,658

引当金 280 239

退職給付に係る負債 308 310

その他 729 353

固定負債合計 5,094 4,670

負債合計 43,053 41,322

純資産の部

株主資本

資本金 4,398 4,398

資本剰余金 4,596 4,596

利益剰余金 49,595 48,128

自己株式 △24 △24

株主資本合計 58,564 57,096

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,129 1,051

土地再評価差額金 △796 △820

為替換算調整勘定 1 2

退職給付に係る調整累計額 895 801

その他の包括利益累計額合計 1,229 1,034

非支配株主持分 1 1

純資産合計 59,794 58,131

負債純資産合計 102,847 99,454
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 50,828 50,276

売上原価 41,326 41,252

売上総利益 9,502 9,024

販売費及び一般管理費 6,770 7,071

営業利益 2,732 1,953

営業外収益

受取利息 0 5

受取配当金 48 47

持分法による投資利益 97 143

その他 99 36

営業外収益合計 244 231

営業外費用

支払利息 11 11

支払補償費 － 8

その他 5 3

営業外費用合計 16 22

経常利益 2,960 2,162

特別損失

減損損失 － 56

特別損失合計 － 56

税金等調整前四半期純利益 2,960 2,105

法人税、住民税及び事業税 781 143

法人税等調整額 105 497

法人税等合計 887 640

四半期純利益 2,073 1,466

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,074 1,467
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 2,073 1,466

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 20 △77

為替換算調整勘定 △0 1

退職給付に係る調整額 △44 △94

その他の包括利益合計 △24 △170

四半期包括利益 2,050 1,296

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,050 1,296

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 △1
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,960 2,105

減価償却費 1,365 1,383

減損損失 － 56

貸倒引当金の増減額（△は減少） △89 5

賞与引当金の増減額（△は減少） △63 △39

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △61 △76

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10 2

退職給付費用 △63 △135

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16 △40

受取利息及び受取配当金 △48 △51

支払利息 11 11

持分法による投資損益（△は益） △97 △143

固定資産処分損益（△は益） △59 △1

売上債権の増減額（△は増加） 5,982 8,207

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,535 834

仕入債務の増減額（△は減少） △5,469 △4,178

為替差損益（△は益） 1 △7

その他 △291 △1,390

小計 5,639 6,543

利息及び配当金の受取額 51 52

利息の支払額 △11 △11

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,243 △980

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,435 5,604

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,151 △1,135

有形固定資産の売却による収入 201 280

投資有価証券の取得による支出 △2 △2

その他 △238 △138

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,190 △995

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1 △0

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △728 △728

財務活動によるキャッシュ・フロー △729 △728

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,516 3,886

現金及び現金同等物の期首残高 2,225 7,017

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,741 10,904
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、買

戻条件が付された建設仮設材の取引に係る収益の認識方法において、従来、販売契約と判断して当初の売却価格

に基づき出荷時点で収益を認識していた取引について、収益認識会計基準等の定めに従い、顧客から受け取ると

見込まれる対価の額を、見積もった顧客の使用予定期間にわたって収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変

更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の収益への影響は、売上高は３百万円減少、売上原価は29百万円増加と

なり、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ32百万円減少しております。また、利益剰

余金の当期首残高は2,230百万円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したことによる科目の組替え表示はありません。なお、収益認識会計基準第89-2項

に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

　


